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囲
気
に
包
ま
れ
た
空
間
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

緊
張
感
を
味
合
う
と
同
時
に

小
倉
工
業
高
校
に
入
学
し
た

喜
び
を
改
め
て
感
じ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身

も
こ
の
よ
う
な
厳
粛
か
つ
華

や
か
な
入
学
式
を
初
め
て
経

験
し
、
伝
統
と
い
う
重
さ
を
実

感
し
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し

た
。

  

本
校
が
目
指
す
高
み
は
日
本

一
の
工
業
高
校
で
あ
り
、
生
徒

の
質
、
職
員
の
意
識
の
高
さ
、

さ
ら
に
同
窓
会
で
あ
る
北
辰
会

の
皆
様
が
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る

大
き
な
存
在
と
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

同
窓
会
の
学
校
教
育
を
支
援
す

る
考
え
方
が
、
私
が
こ
れ
ま
で

教
師
と
し
て
経
験
し
た
も
の
と

明
ら
か
に
質
が
異
な
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

世
界
的
視
野
を
持
っ
た
後
輩
を

育
成
す
る
と
い
う
強
い
意
志
が

他
の
工
業
高
校
に
比
べ
格
段
に

高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、「
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
高

校
生
海
外
研
修
」
や
「
日
本
の

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
と

い
っ
た
日
本
各
地
の
ト
ッ
プ
校

の
生
徒
が
参
加
す
る
研
修
へ
の

参
加
に
物
心
両
面
ご
支
援
を
頂

い
て
い
る
こ
と
を
始
め
と
し

て
、
教
育
活
動
全
般
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
に
お
い
て
経
済
的
・
人

的
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
こ
と

は
、
倉
工
生
の
恵
ま
れ
た
教
育

環
境
を
北
辰
会
会
員
の
皆
様
が

支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
、
本
校
の
伝
統
を
支
え
る
最

大
の
強
み
で
あ
る
と
実
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

  

私
が
好
き
な
江
戸
時
代
の
人

物
の
一
人
に
広
瀬
淡
窓
（
ひ
ろ

せ
・
た
ん
そ
う
）
が
い
ま
す
。

新
任
教
師
の
頃
、
淡
窓
が
江
戸

時
代
に
開
い
た
咸
宜
園
（
か
ん

ぎ
え
ん
）
の
近
郊
に
住
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方
か

ら
人
物
像
を
聞
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
生

き
方
に
強
く
感
銘
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
咸
宜
園
は

当
時
日
本
最
大
の
私
塾
で
、
全

国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
五
千

人
を
超
え
る
塾
生
を
育
成
し
、

後
の
日
本
の
代
表
的
な
指
導

者
を
輩
出
し
ま
し
た
。
淡
窓
は

塾
生
に
勉
学
は
勿
論
、
社
会
性

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
厳

し
い
規
則
を
守
る
こ
と
も
課

し
、
塾
生
に
寮
生
活
や
係
活
動

を
さ
せ
ま
し
た
。
勉
学
へ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た

め
多
く
の
工
夫
を
し
た
記
録

も
残
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
進

路
に
お
い
て
は
、
本
人
達
に
自

由
に
選
ば
せ
た
よ
う
で
す
。
学

者
、
医
者
、
政
治
家
、
日
本
で

最
初
の
写
真
家
な
ど
、
塾
生
達

は
自
分
が
抱
い
た
夢
を
実
現

し
て
い
っ
た
の
で
す
。
二
百
年

前
に
し
て
既
に
、
現
在
の
学
校

教
育
に
必
要
な
要
素
が
十
分

に
備
わ
っ
て
い
た
と
は
驚
く

ば
か
り
で
す
。

　

本
校
の
生
徒
達
に
も
大
き

な
夢
が
あ
り
、
無
限
に
広
が
る

将
来
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
夢
を

実
現
さ
せ
る
に
は
本
人
の
強

　

前
任
の
中
野
敏
昭
教
頭
先
生

の
後
任
と
し
て
、
本
年
四
月
一

日
苅
田
工
業
高
等
学
校
教
頭
か

ら
本
校
に
転
任
し
て
参
り
ま
し

た
小
山
繁
（
し
げ
し
）
で
ご
ざ

い
ま
す
。
北
九
州
市
で
生
ま
れ

育
っ
た
者
と
し
て
、
ま
た
工
学

を
学
び
生
涯
の
職
業
を
工
業
高

校
教
師
を
選
ん
だ
者
と
し
て
、

輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る

小
倉
工
業
高
等
学
校
で
勤
務
で

き
ま
す
こ
と
は
、
誇
ら
し
い
気

持
ち
と
同
時
に
そ
の
責
任
の
重

さ
に
改
め
て
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
を
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
誠
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
一
意
専
心
、
本
校
教
育
活

動
推
進
に
邁
進
し
て
い
く
所
存

で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

  

四
月
七
日
、
平
成
二
十
七
年

度
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
二
百

名
の
新
入
生
が
、
こ
の
白
萩
の

丘
の
威
風
堂
々
た
る
門
を
く

ぐ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
新
入
生

は
こ
の
入
学
式
に
さ
ぞ
驚
い

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
入
学
生

を
迎
え
る
生
徒
会
の
は
つ
ら

つ
と
し
た
挨
拶
と
そ
の
動
き
、

厳
か
な
式
場
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

に
よ
る
生
演
奏
、
凛
と
し
た
雰

い
意
志
と
た
ゆ
ま
な
い
努
力

に
加
え
、
教
え
る
教
師
の
高
い

意
識
が
関
係
し
ま
す
。
い
か
に

よ
い
制
度
が
で
き
て
も
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
教
育
方
法
が
考

案
さ
れ
て
も
、
意
識
の
高
い
優

れ
た
教
師
が
い
な
け
れ
ば
よ

い
教
育
は
行
え
ま
せ
ん
。
生
徒

達
の
夢
の
実
現
と
小
倉
工
業

高
等
学
校
発
展
の
た
め
、
全
教

員
一
丸
と
な
っ
て
、
教
育
の
質

の
向
上
に
努
め
る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
振
興
基
金
の
報
告
と
お
願
い

　

去
る
二
月
二
十
八
日
、
平
成

二
十
六
年
度
卒
業
生
二
百
名
の

入
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

三
年
前
に
入
学
し
た
二
百 

名
、
そ
の
二
百
名
が
揃
っ
て
卒

業
式
の
前
日
に
北
辰
会
に
入
会

し
ま
し
た
。
一
人
も
欠
け
る
こ

と
も
な
く
、
全
員
が
揃
っ
て
卒

業
を
迎
え
た
こ
と
は
大
変
目
出

度
く
、
極
め
て
珍
し
い
こ
と
で

し
た
。

　

二
十
六
年
度
の
就
職
状
況
は

早
い
段
階
で
、
就
職
希
望
者

百
七
十
五
名
全
員
の
進
路
が
内

定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
本
人
の
努
力
は
勿
論

で
す
が
、
先
輩
諸
氏
が

脈
々
と
築
い
て
き
た
伝
統

と
母
校
の
先
生
方
の
ご
指

導
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

　

先
生
方
に
は
こ
の
状

況
が
続
く
よ
う
に
頑

張
っ
て
生
徒
を
指
導
し

て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

創
立
以
来
の
卒
業
生
総

数 

は
、
二
万
二
千
七
十
五

名
と
な
り
ま
し
た
。
入

会
式
後
に
は
関
東
地

区 

（
二
十
二
名
）、
近
畿

地
区（
十
三
名
）
へ
の
就

職
・
進
学
者
と
関
東
支

部
長
・
野
見
山
誠
一
氏

（
昭
和
三
十
六
年
電
気

科
卒
）、
同
幹
事
・
塚
本（
柿

原
）
み
の
る
氏（
昭
和
五
十
三

年
工
業
化
学
科
卒
）、
近
畿
支

部
代
表
・
宮
本
晴
生
氏（
平

成
六
年
設
備
工
業
科
卒
）
と
の

懇
談
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。                                  

　

尚
、
四
月
七
日
の
新
入
生
の

入
学
に
よ
り
在
校
生
会
員
は
、                       

三
年
生　

一
九
三
名 

二
年
生　

一
九
六
名 

一
年
生　

二
○
○
名

　

合
計
五
八
九
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
協

力
を
賜
り
、
母
校
・
後
輩
へ
の

支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
は
四
一
○

件
の
同
窓
各
位
・
団
体
よ
り
合

計
一
八
七
万
五
○
二
円
の
浄
財

を
賜
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の

貴
重
な
浄
財
は
、
平
成
二
十
七

年
度
の
教
育
振
興
基
金
の
活
動

に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　

部
活
動
後
援
会
主
催
の
「
が

ん
ば
ろ
う
会
」・「
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
大
会
」
で
の
収
益
金
か
ら

五
十
万
円
を
こ
の
基
金
を
通
じ
て

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
山
田
奨
学
会
へ
の
給
付

一
般
奨
学
生　

一
名

十
二
万
円

二
、
科
学
研
究
奨
学
会
へ
の
給
付

予
算
五
十
万
円

　
　

�　

北
辰
館
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
切
替
え
、
電
気
科
教

材
と
し
て
蛍
光
灯
と
の
比

較
が
で
き
る
よ
う
に
設
備

を
整
え
た
。

　
　

�（
完
成
が
四
月
に
ず
れ
込

ん
だ
た
め
に
、
支
払
は
五

月
に
行
う
）

三
、�

部
活
動
の
奨
励
五
十
万
円

吹
奏
楽
部
、
メ
デ
ィ
ア
部
、

無
線
部
、卓
球
部
、野
球
部
。

四
、
国
際
研
修
事
業

二
十
八
万
二
八
○
四
円

　
　

�

全
国
工
業
校
長
会
主
催
海

外
研
修
事
業

　
　

カ
ナ
ダ（
バ
ン
ク
ー
バ
ー
）

　
　

ア
メ
リ
カ
（
シ
ア
ト
ル
）

　
　

七
月
二
十
二
日
～
三
十
一
日

十
日
間

　
　

�

林　

領
磨
君
（
工
業
化
学

科　

二
年
・
当
時
）
を
派
遣

し
た
。

五
、
予
備
費

十
八
万
円

　
　

ロ
ボ
ッ
ト
競
技
全
国
大
会

十
万
円

　
　
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス　

陸
上
大
会

二
万
円

　
　

陸
上
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

六
万
円

　

こ
の
基
金
は
母
校
に
と
っ
て

貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

旧電車通り

小文字通り

至戸畑

●
コレット井筒屋
●
コレット井筒屋

ワシントンホテル
　　●
ワシントンホテル
　　●

東急インホテル
●

日本生命
●

丸源17
●

●

丸源8

第一
生命
●

中央
第一
中央
第一西日本

シティ銀行
●

　北九州
●銀行
　北九州
●銀行

●
JTB小倉ビル
●
JTB小倉ビル

ニュー●
南国ビル

パークサイド
ビル

西鉄ビル管理㈱
堺町有料駐車場
西鉄ビル管理㈱
堺町有料駐車場

堺町公園

南国ビル●

●
丸源30

●
駐車場

●
明治安田生命

福岡
銀行
●

至門司

チャチャタウン
●

チャチャタウン
●

浅
香
通
り

モ
ノ
レ
ー
ル
平
和
通
り
駅

平
和
通
り

平
和
通
り

JR小倉駅

★

小倉
飯店

小文字歩道橋

リーガロイヤルホテル
　　●

（当番幹事　平成４年卒）当番幹事　平成16年卒

日　時	 平成27年５月31日（日）
場　所	 小倉飯店
	 北九州市小倉北区堺町１－８－14
	 TEL（093）521－8631
時　間	 ○受　付　14時から
	 ○総　会　15時から
	 ○懇親会　16時30分から
会　費	 　　　￥5 , 0 0 0

　当番幹事・播磨修氏（平成４年電子科卒 現
ボディービルダー　九州チャンピオン　全日本
７位）の健康講話があります。
　簡単に筋肉をつくる方法や簡単に痩せる方法
など、中年の人たちにとって、興味深い話をし
ていただきます。

平成27年度 北辰会総会

夢
の
実
現
に
向
か
っ
て

教
　
頭
　
小
山
　
　
繁

北
辰
会
入
会
式
卒
業
生
200
名
入
会



お
し
ら
せ

平成 27 年５月 11 日 小倉工業高等学校北辰会会報 第 70 号（2）

サ
ッ
カ
ー
部

▼�

平
成
26
年
度
サ
ッ
カ
ー
新
人

大
会
北
部
予
選

　
〈
二
部
リ
ー
グ
戦
〉

　

小
倉
工
業
５

－

１
若
松

　

小
倉
工
業
１

－

１
小
倉
東

　

小
倉
工
業
３

－

０
戸
畑

　

小
倉
工
業
７

－

０
苅
田
工
業

　
〈
二
部
順
位
決
定
戦
〉

　

小
倉
工
業
２

－

０
常
磐

　
〈
県
大
会
〉

　

１
回
戦

　

小
倉
工
業
３

－

１
浮
羽
工
業

　

２
回
戦

　

小
倉
工
業
０

－

６
九
国
大
付

空
手
道
部

▼�

福
岡
県
高
等
学
校
空
手
道
新

人
大
会 

　
《
団
体　

形
》
準
優
勝

　

太
田
光
哉	（
電
気
２
年
）

　

遠
山
寛
大	（
電
子
機
械
２
年
）

　

萩
尾
光
貴	（
電
子
機
械
２
年
）

　

古
矢
海
渡	（
電
気
２
年
）

　

金
子
雄
飛	（
機
系
１
年
）

　

外
種
子
田
凌
（
機
系
１
年
）

　
《
個
人　

組
手
》
ベ
ス
ト
８

　

金
子
雄
飛
（
機
系
１
年
）

　

外
種
子
田
凌
（
機
系
１
年
）

▼�

第
52
回
北
九
州
市
民
体
育
祭

　

空
手
道
大
会

　
《
無
防
具
一
般
・
高
校
の
部
》

　

優
勝

　

外
種
子
田
凌
（
機
系
１
年
）

　

準
優
勝

　

金
子
雄
飛	（
機
系
１
年
）

陸
上
部

▼�

第
30
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

競
技
選
手
権
大
会

　

女
子
ジ
ュ
ニ
ア

　

１
０
０
ｍ　

第
５
位

松
永
莉
奈
（
工
業
化
学
３
年
）

▼�

第
８
回
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競

技
選
手
権
大
会

　

男
子
ユ
ー
ス

　

４
０
０
ｍ
Ｈ　

第
２
位

　

藤
井
琉
成
（
電
子
２
年
）

　

木
村
忠
石
氏
（
昭
和
31
年
機

械
科
卒
）
か
ら
、
篠
崎
会
誕
生

の
い
き
さ
つ
が
判
る
資
料
が
北

辰
会
事
務
局
に
届
い
た
。
そ
の

資
料
は
加
来
順
一
氏
（
大
正
13

年
機
械
科
卒
）
が
所
有
し
て
い

た
も
の
で
、
同
氏
の
次
男
・
加

来
正
之
氏
（
昭
和
31
年
機
械
科

卒
）
が
木
村
氏
の
元
へ
届
け
て

く
れ
て
い
た
。

　

そ
の
資
料
に
よ
る
と
、
初
代

篠
崎
会
会
長
・
細
野
孫
槌
氏 （
明

治
36
年
機
械
科
卒
）
の
挨
拶
で

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

昭
和
三
十
年
末
、
三
菱
セ
メ
ン

ト
黒
崎
工
場
の
建
設
が
決
ま
り
、

そ
の
工
場
建
設
の
最
高
技
術
顧

問
と
し
て
中
村
倬
美
氏 

（
明
治

37
年
機
械
科
卒
）
が
現
地
に
来

ら
れ
た
。
そ
れ
を
機
会
に
、
主

と
し
て
地
元
同
窓
で
、
し
か
も
仕

事
面
に
お
い
て
将
来
の
関
係
を
持

ち
た
い
と
い
う
人
た
ち
の
間
で
同

氏
の
歓
迎
会
を
催
し
た
の
が
発

端
で
、
以
後
毎
年
十
一
月
に
開
催

さ
れ
て
い
た
。
参
加
者
の
資
格
等

に
つ
い
て
の
取
り
決
め
は
特
に
な

か
っ
た
。
発
足
時
の
事
情
か
ら
割

と
、
自
営
の
方
や
会
社
・
工
場
勤

務
の
場
合
で
も
対
外
的
に
折
衝

す
る
立
場
に
あ
る
方
が
集
ま
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

昭
和
四
十
五
年
第
十
七
回
篠

崎
会
総
会
で
、
篠
崎
会
代
表
は

細
野
孫
槌
氏
か
ら
、
江
副
喜
代

次
氏
（
大
正
10
年
機
械
科
卒
）

と
佐
々
木
亀
氏
（
昭
和
02
年
機

械
科
卒
）
に
よ
る
二
人
体
制
に

な
っ
た
。

　

会
員
は
常
時
三
十
人
位
い
た

よ
う
だ
。
昭
和
四
十
五
年
に

は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期

の
卒
業
生
が
五
十
名
ほ
ど
に

な
っ
て
い
た
。

　

記
録
は
そ
こ
ま
で
続
い
た 

が
、
四
十
六
年
に
加
来
順
一
氏

の
他
界
で
以
後
途
絶
え
て
い
る
。

【
再
生
期
】 

　

学
校
創
立
百
周
年
を
迎
え
る

頃
、
長
野
正
景
氏
（
昭
和
29
年

機
械
科
卒
）
と
坂
本
武
氏
（
昭

和
30
年
電
気
科
卒
）
の
尽
力
に

よ
り
篠
崎
会
が
復
活
し
た
。
そ

し
て
母
校
へ
の
支
援
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

照
明
、
野
球
一
塁
・
三
塁
ベ
ン
チ

新
設
（
赤
尾
正
洋
氏
・
昭
和
26

年
機
械
科
卒 

寄
贈
）、
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
等
数
多
く
の
設
備
が
整

え
ら
れ
て
い
る
。

　

以
来
篠
崎
会
代
表
は
、
遠
藤

篤
宏
氏
（
昭
和
29
年
電
気
科

卒
）、
岡
田
豊
実
氏
（
昭
和
41

年
電
気
科
卒
）、
徳
王
蔵
人
（
昭

和
44
年
電
気
科
卒
）、
そ
し
て

現
在
は
花
谷
牧
夫
氏
（
昭
和
49

年
機
械
科
卒
）
と
引
き
継
が
れ
、

活
発
な
活
動
が
続
い
て
い
る
。

▼�

全
九
州
高
等
学
校
新
人
陸
上

競
技
大
会

　

男
子　

４
０
０
ｍ
Ｈ　

優
勝

　
（
大
会
新
記
録
）

　

藤
井
琉
成
（
電
子
２
年
）

　

八
種
競
技　

第
５
位

　

渡
邊　

凌
（
電
気
２
年
）

二
年
生
３
名
・
一
年
生
10
名
）

で
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ご
来
場
の
皆
さ
ん
は
、
生
演

奏
の
体
感
を
お
土
産
に
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。

　

新
一
年
生
の
中
に
中
学
校
経

験
者
が
５
名
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
の
で
、
三
年
生
が
抜
け
た

人
数
以
上
の
入
部
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

来
年
の
一
月
三
十
一
日
（
日
）

ウ
エ
ル
戸
畑
に
て
第
10
回
定
期

演
奏
会
が
開
催
予
定
で
す
。

　

出
費
多
端
な
折
り
誠
に
恐
縮

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
と

も
北
辰
会
の
皆
様
に
は
ご
支
援

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局            

　

福
井　
一
憲

昭
和
五
十
年
機
械
科
卒                                                                     

　

平
成
二
十
七
年
二
月
十
一

日
（
水
）
ウ
エ
ル
戸
畑
に
て

第
９
回
吹
奏
楽
部
定
期
演

奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。         

　

開
催
に
あ
た
り
北
辰
会
の

皆
様
を
始
め
学
校
関
係
者
等

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
多
大

な
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

部
員
23
名
（
三
年
生
10
名・

　

新
し
い
年
度
を
迎
え
今
年
も

北
辰
会
会
費
二
千
円
を
納
入
し

て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
貴

重
な
浄
財
で
あ
る
会
費
は
、
北

辰
会
の
運
営
を
維
持
し
て
い
く

の
に
、
最
も
重
要
な
も
の
で

す
。
会
費
に
は
、
部
活
動
後
援

会
費
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
一
人
で
も
多
く
の
会

員
諸
兄
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

北
辰
会
で
は
同
窓
の
絆
で
あ

る
名
簿
の
改
訂
を
五
年
毎
に

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
来
年
二

月
の
発
行
に
向
け
て
、
小
野
高

速
印
刷
に
お
願
い
し
て
調
査
中

で
す
。
出
来
る
だ
け
正
確
な
名

簿
の
出
版
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
卒
業
の
皆
さ
ん
が
、

卒
業
五
十
周
年
を
迎
え
る
の
を
記

念
し
て
、
同
期
会
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
　
時
〕

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
五
日（
日
）

      　
　
　
　

十
七
時
か
ら

〔
場
　
所
〕

リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
小
倉

    

北
九
州
市
小
倉
北
区
竪
町

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

〔
機
械
科
〕

　

奥
村　

正
則

　

 

○
八
三

－

二
六
六

－

一
○
七
○

　

高
祖　

昭
義

　

 

○
九
○

－

八
八
三
二

－

二
一
六
六

　

村
松　

武
四

○
九
三

－

二
八
二

－

五
五
六
五

〔
電
気
科
〕

　

深
家　

健
次

　

 

○
九
三

－

三
四
一

－

一
九
一
八

　

山
之
内
禎
幸

　

 

○
九
三

－

四
七
三

－

○
七
二
七

〔
工
業
化
学
科
〕

　

西
岡　
　

進

　

 

○
九
三

－

五
六
一

－

九
一
一
七

〔
電
子
科
〕

　

毛
利　

建
立

　

 

○
九
三

－

九
六
二

－

二
○
○
七

　

毎
年
四
月
に
行
わ
れ
て
い
た

門
司
・
下
関
支
部
総
会
が
、
都

合
に
よ
り
今
年
は
九
月
に
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

〔
日
　
時
〕

　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
六
日 

（
土
）

 

十
八
時
三
十
分
～

〔
場
　
所
〕

　

ブ
リ
リ
ア
ン
サ
門
司
港

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

徳
本　

高
久

（
昭
和
三
十
五
年
機
械
科
卒
）

○
九
三

－

三
七
一

－

三
三
六
○

※�

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
退
職
】

▽
渡
部
　
英
一
（
英
語
）

▽
田
中
　
武
幸
（
電
子
機
械
）

▽
光
成
　
智
子
（
電
気
）

【
転
出
】

▽
上
杉
　
人
丸

（
参
事
兼
事
務
長
）

　
　
東
筑
高
校
へ

▽
中
野
　
敏
昭
（
教
頭
）

　
　
戸
畑
工
業
高
校
へ

▽
梶
原
　
愛
加
（
国
語
）

　
　�

金
光
学
園
中
学
・
高
等
学
校
へ

▽
倉
富
　
和
也
（
英
語
）

　
　
浮
羽
究
真
館
高
校
へ

▽
松
永
　
佳
幸
（
機
械
）

　
　
八
幡
工
業
高
校
へ

▽
鋲
賀
　
一
博
（
機
械
）

　
　
八
幡
工
業
高
校
へ

▽
大
内
　
康
敬
（
機
械
）

　
　
民
間
へ

▽
高
倉
　
麻
衣
（
事
務
）

　
　
福
岡
教
育
事
務
所
へ

▽
本
田
　
祥
子
（
事
務
）

　
　
若
松
高
校
へ

【
転
入
】

▽
山
本
　
孝
広
（
事
務
長
）

　
　
ひ
び
き
高
校
よ
り

▽
小
山
　
　
繁
（
教
頭
）

　
　
苅
田
工
業
高
校
よ
り

▽
山
崎
　
理
一
（
国
語
）

　
　
北
九
州
高
校
よ
り

▽
麻
生
耕
太
郎
（
英
語
）

　
　
新
規
採
用

▽
堀
　
　
秀
暢
（
英
語
）

　
　
大
学
院
休
学

▽
西
脇
　
裕
子
（
英
語
）

　
　
八
幡
南
高
校
よ
り

▽
吉
田
　
　
勇
（
機
械
）

　
　
嘉
穂
特
別
支
援
高
校
よ
り

▽
川
端
　
信
広
（
機
械
）

　
　

新
卒

▽
松
本
　
航  （
機
械
）

　
　

香
椎
工
業
高
校
よ
り

▽
林
　
孝
男  （
機
械
）

　
　

苅
田
工
業
高
校
よ
り

▽
野
添
　
治  （
電
子
）

　
　

博
多
工
業
高
校
よ
り
　

▽
榎
谷
　
彩
乃
（
事
務
）

　
　

青
豊
高
校
よ
り

▽
田
㟢　

瑞
恵
（
事
務
）

　
　

新
規
採
用

井
本　

義
孝
（
昭
和
29
年
機
械
卒
）

	

・	��

現
役
八
十
歳
、
工
業
の
お

ち
こ
ぼ
れ
の
話

坂
田　
　

繁
（
昭
和
31
年
工
化
卒
）

	

・	�����

鉄
づ
く
り
に
お
け
る
化
学

分
析
の
役
割

廣
見　

健
二
（
昭
和
35
年
機
械
卒
）

	

・	���������

後
輩
へ
の
期
待

松
山　

文
博
（
昭
和
42
年
機
械
卒
）

	

・	�����

活
躍
の
場
は
日
本
、
さ
ら

に
世
界
へ

白
川　

真
澄
（
昭
和
42
年
電
子
卒
）

 	

・	�

電
子
部
品
変
換
の
紹
介

		


（
真
空
管
か
ら
Ｃ
Ｐ
Ｕ
ま
で
）

林　
　

勝
男
（
昭
和
45
年
機
械
卒
）

	

・	���������

就
職
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て

田
中　

時
彦
（
昭
和
46
年
機
工
卒
）

	

・	���������

実
際
に
漫
画
を
描
い
て
み
よ
う

竹
川　
　

均
（
昭
和
49
年
機
械
卒
）

	

・	���������

日
本
刀
を
通
し
て
み
る
日
本
の
文
化

福
井　

一
憲
（
昭
和
50
年
機
械
卒
）

	

・	���������

最
新
ボ
デ
ー
構
造
に
込
め
ら
れ

た
様
々
な
新
技
術

野
村　

幸
司
（
昭
和
63
年
工
化
卒
）

	

・	���������

体
の
ケ
ア
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

吉
田　

和
志
（
昭
和
63
年
設
備
卒
） 

	

・	�

花
火
（
仕
事
）
を
通
じ
て

学
ん
だ
私
の
人
生
観

西
岡　

清
隆
（
平
成
２
年
工
化
卒
） 

	

・	���������

時
間
の
使
い
方
に
つ
い
て

播
磨　
　

修
（
平
成
４
年
電
子
卒
）

	

・	���������

筋
肉
と
脳
に
つ
い
て

宮
本　

晴
生
（
平
成
６
年
設
備
卒
）

	

・	���������

な
ぜ
？
何
の
た
め
に
？

川
上　

正
善
（
平
成
10
年
電
子
卒
）

 	

・	�

起
業
に
必
要
な
、
た
っ
た
１
つ
の

考
え
方
と
た
っ
た
１
つ
の
も
の

中
尾　

啓
太
（
平
成
16
年
電
子
卒
）

 	

・	�

仕
事
の
デ
パ
ー
ト
と
い
わ
れ
る
電

力
会
社
と
私
の
仕
事
に
つ
い
て 

和
喜
田
明
彦
（
平
成
18
年
工
化
卒
）

 	

・	�

小
倉
工
業
高
校
の
生
徒
が
企
業

に
必
要
と
さ
れ
る
理
由 

野
口　

晃
平
（
平
成
19
年
電
子
卒
）

・
世
界
一
の
レ
ー
ス
へ
の
挑
戦 

野
﨑　

拓
帆
（
平
成
20
年
設
備
卒
）

教
職
員
の
異
動

名
簿
改
訂
の
お
知
ら
せ

北
辰
会
費
納
入
の
お
願
い

門
司
・
下
関
支
部
総
会

開
催
に
つ
い
て

卒
業
五
十
年
記
念
同
期
会

　平成27年10月10日（土）にて開催予定
の小倉工業体育大会をインターネットで
生中継します。
詳細は同窓会ホームページ、学校ホームページ
にてお知らせ致します。

〔
機
械
工
作
科
〕

　

本
間　

幸
夫

　

 

○
九
三

－

六
一
三

－

二
七
一
一

 	

・	��

Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
―
Ｄ
の

開
発
に
つ
い
て

勅
使
河
原　

駿
（
平
成
21
年
子
機
卒
）

	

・	

自
動
車
開
発
と
は

梅
本　

優
生
（
平
成
25
年
工
化
卒
）

	

・	�

高
校
時
代
頑
張
っ
た
こ
と
、

社
会
人
に
な
っ
て
頑
張
っ
た

こ
と

創立116年　体育大会を世界へ！
「
篠
崎
会
」の
沿
革

学
校
だ
よ
り

平
成
二
十
七
年
度
創
立
記
念
日　
Ｏ
Ｂ
記
念
講
話

講
師
（
敬
称
略
）・
講
演
題
目

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
へ
の
ご
協
力
を
感
謝
致
し
ま
す


